
======================================= 

ＳＴＢＪニュースレター(NO.11) 

======================================== 

平素より、ストップ結核パートナーシップ日本にご理解、 

ご協力頂きまして有難うございます。 

 

ＳＴＢＪでは、個人会員の皆様とのコミュニケーションを 

活発にしていきたいと考えております。 

メールアドレスをお持ちの皆様にＳＴＢＪの活動を 

ニュースレターとしてご紹介させて頂いています。 

 

■□■□■□■□■□■□■□ 

2012 年 5 月～6 月 

ＳＴＢＪ活動報告 

■□■□■□■□■□■□■□ 

【2012 年 6 月 22 日】 

要望書提出 

厚生労働省と外務省に対して要望書を提出した。 

厚生労働省に対しては、結核対策関係予算の減額がされたため、 

事業目標達成のためにも平成 23 年度と同額を要望した。 

また外務省に対しては、国際的なコミットメントの実現や、 

日本の二国間技術協力への資金増加、また WHO への任意拠出金の確保など 

を明記した。 

 

【2012 年 6 月 6 日】 

第 8回アクションプランフォローアップ会合 

・活動報告 

・二国間協力による結核対策の今後とアクションプランの実施 

 二国間は、JICA と結研の関係者での話し合いを今後も継続し進める。 

 世界基金から、プロジェクトとしてどのようにとるか。 

外務省がそこにどのように支援するかということ 

（外務省小沼国際保健政策室長） 

・第 26 回世界基金理事会報告 

① 組織改革 

② 新たな資金 

2014 年までに 16 億ドル 



2013 年 4 月に新しい round system（資金メカニズム）スタート。 

（９月までにつくる） 

③ 新事務局長の選出 

 

＝啓発活動＝ 

【2012 年 5 月 10・11 日】 

第 87 回日本結核病学会総会に出展しました。 

広島国際会議場 

テーマ：結核征圧のためのコラボレーション 

 

＝外部会議への参加＝ 

【2011 年 5 月 24 日】 

第 103 回 GII/IDI に関する外務省/NGO 懇談会 

14：00～17：00 

外務省中央 669 号室 

1.G8 サミット報告 

（外務省）難波慶子 経済局政策課 事務官 

（外務省）小沼士郎 国際協力局国際保健政策室 室長 

（NGO）堀江由美子 セーブ・ザ・チルドレン・ジャパン 

法人連携部兼海外事業部キャンペーン担当マネージャー 

（NGO）高橋真美 ワールド・ビジョン・ジャパン 

アドボカシー担当 

 

2.2012 年ファミリー・プランニング・サミット 

（外務省）石井みのり 国際協力局国際保健政策室 事務官 

 

3.世界基金の改革の現状と国際保健分野の援助への影響 

（外務省）稲岡恵美 国際協力局国際保健政策室 事務官 

（NGO）伊藤聡子 日本国際交流センター（JCIE） チーフ・プログラム・オフィサー 

（NGO）稲場雅紀 アフリカ日本協議会 国際保健部門 チーフ・プログラム・オフィサー 

（NGO）西山美希 シェア＝国際保健協力市民の会 海外プロジェクト・マネージャー 

 

JCIE からは、GFATM の理事である能化参事官の長期継続の依頼。 

また、数値の指標を中心とした成果主義について疑問を投げかけた。 

AJF からは、組織改編にかかる今後の方針について意見した。 

また、シェアからはタイの事業からサブレシピエントとして 



現場のニーズとマッチしていない点について報告された。 

 

4.第 4 回 TICAD 閣僚級フォローアップ会合報告 

（外務省）麻妻信一 中東アフリカ局アフリカ第二課 課長 

（NGO）稲場雅紀 アフリカ日本協議会  

国際保健部門 チーフ・プログラム・オフィサー 

 

5.その他 

「結核国際研修 50 周年記念式典・シンポジウム」の開催について 

（NGO）久保田登子 結核予防会国際部 

 

＝その他＝ 

【2012 年 6 月 1 日】 

ストップ結核パートナーシップ本部インタビュー 

STB 本部では、各国に設立された 25 カ国のパートナーシップを 

対象に活動に関する書籍の作成を計画。 

STBJ は電話インタビューを受けた。書籍は秋に完成予定。 

 

【2012 年 6 月 29 日】 

IMF・世銀年次総会 CSO フォーラムについて 

外務省・NGO 懇談会 GII/IDI の NGO メンバーによって 

保健ワーキング・グループを結成し、シンポジウムの開催を検討。 

テーマは「Universal health coverage の再定義」が有力。 

世銀のコンサルタントと共催の予定。 

 

-------***☆------**-----*-----***☆☆--*☆-----------**☆ 

※このニュースレターの配信を希望されない方は 

下記メールアドレスまでお知らせくださいませ。 

kaiin@stoptb.jp  

（担当 宮本/下谷） 

-------***☆------**-----*-----***☆☆--*☆-----------**☆ 
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